
○　目的

○　事業概要

き含む）を読み取る技術のこと。

ＡＩ－ＯＣＲを全庁的に利用できるよう導入する。

・ＲＰＡの導入（3,916千円）

・ＡＩ－ＯＣＲの導入（1,655千円）

ＲＰＡ：ルールエンジン※やＡＩ（人工知能）などの技術を備えた業務
を代行するソフトウェアロボットのこと。

ＡＩ－ＯＣＲ：人工知能を用いて、高い精度で書類の文字情報（手書

新規千円5,571

ＡＩ－ＯＣＲ・ＲＰＡ導入事業（事務作業効率化）

事業内容

　ＩＣＴの新技術（ＲＰＡ、ＡＩ－ＯＣＲ等）を活用して全庁的な職員
の事務作業の効率化を図る。

　職員の事務作業時間の削減・事務のスピードアップ・入力作業等のミス
の削減を図るため、民間企業や先進自治体で導入が進んでいるＲＰＡ・

－

令和２年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64総務部管財情報課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1313

※ルールエンジン：業務上の各種ルールをシステムに登録しておくこ
とにより、条件が渡されたときに、その条件に合致する内容を戻す仕
組み


